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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

株
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染

拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
本
県
で

も
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
、

急
速
に
感
染
が
広
が
り
、
感
染
流

行
の
第
６
波
を
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
は
感
染
者
急
増
に
よ
る

医
療
提
供
体
制
逼
迫
を
懸
念
、
１

月
11
日
付
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
内

堀
雅
雄
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲

載
、
県
民
に
感
染
拡
大
防
止
へ
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
６
波
の
先
行
き
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
総
合
南
東
北
病
院
の
北
棟

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
ホ
ー
ル
で
３
回
目
の
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
医
療
従
事
者
と
し
て
２

回
目
の
先
行
接
種
を
受
け
て
か
ら

６
カ
月
が
経
過
し
た
当
院
（
関
連

施
設
を
含
む
）
の
職
員
約
２
０
０

０
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
陣
は
医
師
や
看
護
師
ら
で
約

１
０
０
０
人
。
昨
年
12
月
20
日
㈪

か
ら
延
べ
４
日
間
、
実
施
し
ま
し

た
。
残
る
約
１
０
０
０
人
の
職
員

は
、
年
が
明
け
て
１
月
15
日
㈯
か

ら
延
べ
４
日
間
で
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
24
日
㈪
か
ら
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
郡
山
市
民
の
集
団

接
種
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市

か
ら
接
種
券
が
届
き
、
接
種
会
場

を
当
院
と
指
定
さ
れ
た
市
民
が
対

象
。
併
せ
て
近
隣
の
診
療
所
等
の

医
療
従
事
者
の
接
種
も
行
っ
て
い

ま
す
。
当
院
は
、
原
則
と
し
て
木
・

金
・
土
曜
日
が
実
施
日
で
、
１
日

５
０
０
人
程
度
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
高
齢
者
の
接
種
が
概
ね
終
わ

れ
ば
、
65
歳
以
下
の
一
般
市
民
に

対
す
る
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

　

３
回
目
の
集
団
接
種
対
象
者
は

２
回
目
の
接
種
を
集
団
接
種
で
受

け
、
市
か
ら
接
種
券
が
届
い
た
方

で
す
。
接
種
日
時
と
接
種
会
場
が

指
定
さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
接

種
予
約
は
不
要
で
す
。
予
約
キ
ャ

ン
セ
ル
や
日
時
変
更
の
必
要
が
あ

る
場
合
は
市
の
予
約
サ
イ
ト
ま
た

は
予
約
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
当
院
で
の

予
約
や
予
約
変
更
、
キ
ャ
ン
セ
ル

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

総
合
南
東
北
病
院
は
本
院
３
病
棟

（
３
階
）
に
重
症
リ
ス
ク
の
高
い
患
者

さ
ん
を
受
け
入
れ
る
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
高
度

治
療
室
、８
病
床
）を
設
置
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｕ
はHigh Care  Unit

の

略
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治
療
室
）
と

一
般
病
棟
の
中
間
に
位
置
付
け
ら

れ
、「
準
集
中
治
療
管
理
室
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
治
療

す
る
患
者
さ
ん
よ
り
も
重
篤
度
は
低

い
も
の
の
、
重
症
に
な
る
リ
ス
ク
が

高
く
、
一
般
病
棟
で
の
看
護
が
難
し

い
状
態
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
と
も
連

携
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｕ
の
設
置
で
、
患
者
さ
ん
の

病
変
に
素
早
く
対
応
で
き
る
体
制
が

よ
り
一
層
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
デ
ル
タ
株
よ

り
も
感
染
力
が
高
い
な
ど
、
い
く

つ
か
の
特
徴
は
あ
り
ま
す
が
、
感

染
対
策
の
基
本
は
こ
れ
ま
で
と
同

じ
で
す
。
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用
、

手
洗
い
、
換
気
、
３
密
の
回
避
、

不
要
な
感
染
拡
大
地
域
へ
の
移
動

自
粛
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
す
。

　

咳
、
の
ど
の
痛
み
、
発
熱
な
ど
、

体
調
の
異
常
を
感
じ
た
ら
外
出
を

控
え
、
早
目
に
医
療
機
関
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
節
度
あ
る
行
動
で

感
染
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ルドメディアで避難訓練、
新任ドクター紹介

▶６面＝健診用語の基礎知
識、施設だより、面会禁止
にご理解を

▶７面＝新成人に理事長の色
紙贈る、増子さんのコラ
ム、12月の手術件数・救
急車台数

▶８面＝食の豆知識「水菜」、
薬局だより、編集後記

  

オ
ミ
ク
ロ
ン
株      

予
防
策
　
基
本
は
同
じ

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る

職
員
（
２
０
２
１
年
12
月
20
日
）

当
院
に
Ｈ
Ｃ
Ｕ
開
設

感
染
拡
大
を
防
ご
う

　

マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
換
気
、
３
密
回
避
・・・

　

３
回
目
の
集
団
接
種
始
ま
る

 　
　
　
　
　
　
ま
ず
は 

医
療
従
事
者
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら

新型コロナ
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自
粛
要
請
が
あ
り
、
１
年
延
期
さ

れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
ほ
と
ん
ど
の
競
技

が
無
観
客
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

飲
食
・
観
光
業
の
不
況
な
ど
、
経

済
に
与
え
た
影
響
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
生
活
様
式
の
見
直
し
も
迫

ら
れ
、
リ
モ
ー
ト
会
議
、
在
宅
勤
務
、

３
密
回
避
、
Ｗ
ｅ
ｂ
授
業
、
県
外

移
動
の
自
粛
な
ど
の
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
は
、
柔

道
を
は
じ
め
と
し
た
選
手
の
頑
張

り
で
金
メ
ダ
ル
数
が
世
界
３
位
と

な
り
ま
し
た
。
野
球
の
米
国
大
リ
ー

グ
で
は
大
谷
翔
平
選
手
が
二
刀
流

の
大
活
躍
で
年
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
。

ゴ
ル
フ
で
は
松
山
英
樹
選
手
が
ア

ジ
ア
人
で
初
め
て
マ
ス
タ
ー
ズ
を

制
覇
し
ま
し
た
。
学
問
の
世
界
で

は
真
鍋
淑
郎
博
士
が
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
政
治
の
世
界
で
は
米
国

の
大
統
領
が
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ

氏
か
ら
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
氏
に

　

南
東
北
グ
ル
ー
プ
の
渡
邉
一
夫

理
事
長
・
総
長
は
今
年
の
仕
事
始

め
と
な
っ
た
１
月
４
日
㈫
、
総
合

南
東
北
病
院
の
朝
礼
で
年
頭
に
あ

た
っ
て
の
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

●　
　
　
　
　

●

　

南
東
北
グ
ル
ー
プ
は
コ
ロ
ナ
禍

で
２
度
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
は
感
染
症
患
者
受
け
入
れ
、

感
染
予
防
の
徹
底
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
感
染
症
と
の

闘
い
に
全
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
折
、
12
月
に
は
当
院
の

創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
年
も
グ
ル
ー
プ
全
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
新
た
な
気
持
ち
で

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
力
を
尽
く
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
平
穏
な

環
境
を
取
り
戻
し
、
希
望
あ
ふ
れ

る
社
会
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
を
席

巻
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
前
年
に

引
き
続
き
国
民
へ
の
活
動
制
限
や

代
わ
り
、
日
本
で
は
菅
義
偉
首
相

が
退
陣
、
岸
田
文
雄
氏
が
１
０
０

代
目
の
総
理
大
臣
に
就
き
新
た
な

内
閣
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
南
東
北
グ
ル
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
多
く
の
国
民
が
医
療

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
社
会
に
お
け
る

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
あ
る
べ
き
姿

が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

南
東
北
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
か
ら
も

着
実
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

疾
病
構
造
の
変
化
な
ど
の
情
報
を
収

集
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

環
境
に
順
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
本
院
の
建
て
替
え
計
画
に
お
い

て
も
環
境
変
化
に
対
応
し
た
病
院
機

能
の
見
直
し
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
地
震
・
豪
雨
・
台

プ
の
各
病
院
は
地
域
の
皆
さ
ん
へ

の
献
身
的
な
医
療
活
動
を
継
続
。

介
護
・
福
祉
施
設
に
お
い
て
も
徹

底
的
な
感
染
防
止
対
策
を
行
い
、

利
用
者
さ
ん
が
必
要
と
す
る
良
質

な
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

各
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
お

い
て
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め
、
命

を
守
る
た
め
全
力
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
職
員
の
皆
さ
ん
の
働
き
に
心

か
ら
感
謝
し
ま
す
。

２
０
２
２
年

年
頭
の
言
葉

理
事
長
・
総
長 

渡
邉
　
一
夫

南

東

北

グ

ル

ー

プ

一
般
財
団
法
人　

脳
神
経
疾
患
研
究
所

附　
　
　
　

属　

総
合
南
東
北
病
院

使
命
感
に
燃
え
社
会
に
貢
献
を

環
境
変
化
に
対
応
し
た
病
院
に

風
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
２
月
に

福
島
県
沖
で
最
大
震
度
６
強
の
地
震
、

７
月
に
静
岡
県
熱
海
市
で
大
規
模
な

土
石
流
の
発
生
、
10
月
に
首
都
圏
で

最
大
震
度
５
強
の
地
震
、
12
月
に
山

梨
県
と
和
歌
山
県
で
最
大
震
度
５
弱

の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
緊
急
時
、

災
害
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

ハ
ー
ド
面
の
整
備
な
ど
の
必
要
性
が

増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の

周
辺
環
境
を
見
直
し
、
改
め
て
防
災
・

減
災
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、本
院
以
外
の
南
東
北
グ
ル
ー

プ
の
事
業
推
進
状
況
で
す
が
、
首
都

圏
で
は
新
百
合
ヶ
丘
総
合
病
院
で
は

一
昨
年
１
８
６
床
の
新
棟
を
増
築
し
、

順
調
に
業
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
総

合
東
京
病
院
、
東
京
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

今
年
４
月
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
３
年
と

な
る
東
京
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
世
田
谷
、
大
阪
な
ん
ば
ク
リ

ニ
ッ
ク
も
着
実
な
歩
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

郡
山
で
は
南
東
北
が
ん
陽
子
線
治

療
セ
ン
タ
ー
、
南
東
北
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
研

究
セ
ン
タ
ー
に
高
い
評
価
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
は
保
険
適

用
の
本
格
診
療
で
１
０
０
例
を
超
す

実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。
開
設
か
ら

３
年
が
経
過
す
る
南
東
北
創
薬
・
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研

究
成
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
南
東
北

社
会
福
祉
事
業
団
は
初
の
取
り
組
み

で
あ
る
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
南
東
北
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
プ
八
山
田
」

を
今
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
。

　

南
東
北
グ
ル
ー
プ
は
各
種
施
設
の

整
備
・
運
営
を
拡
充
、
人
財
の
育
成

に
努
め
、
発
展
を
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
職
員
数
８
５
０
０
人
、
事

業
所
数
１
０
０
施
設
を
超
え
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
の
総
合
企
業
体
と
し
て

事
業
を
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12 

月
に
創
立
40 

周
年
を
迎

え
た
南
東
北
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、

今
年
は
社
会
的
役
割
を
再
構
築
す
る

重
要
な
年
で
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
、

創
業
時
の
気
持
ち
に
立
ち
返
り
、
グ

ル
ー
プ
の
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て
は

患
者
さ
ん
・
利
用
者
さ
ん
の
た
め
に
」

の
使
命
感
に
燃
え
、
地
域
貢
献
に
努

め
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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朝
起
き
た
時
や
頭
の
位
置
を
変

え
た
時
に
目
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
「
良

性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
」
は
、

耳
の
器
官
に
異
常
が
起
こ
る
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。

　

身
体
の
平
衡
感
覚
は
、
耳
の
奥
に

あ
る
三
半
規
管
に
よ
っ
て
保
た
れ

て
い
ま
す
。
頭
を
動
か
し
た
時
に
、

三
半
規
管
の
中
の
リ
ン
パ
液
の
流

れ
が
変
わ
る
こ
と
で
、
前
後
・
左
右
・

上
下
と
い
っ
た
平
衡
感
覚
を
得
ま

す
。
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症

は
、
三
半
規
管
の
中
に
剥
が
れ
た

耳
石
（
カ
ル
シ
ウ
ム
で
で
き
た
小

さ
な
石
）
が
入
り
込
み
、
リ
ン
パ

液
の
流
れ
を
乱
す
た
め
起
こ
り
ま

す
。

　

良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
の

患
者
さ
ん
は
普
段
、
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
を
し
て
い
る
人
や
寝
返
り
を
打

つ
回
数
の
少
な
い
人
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
長
時
間
同
じ
姿
勢
で
頭

を
あ
ま
り
動
か
さ
ず
に
い
る
こ
と

が
発
症
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
、

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
耳
石

は
加
齢
と
と
も
に
剥
が
れ
や
す
く

な
っ
て
き
ま
す
。
60
～
70
代
の
女

性
に
多
い
こ
と
か
ら
、
骨
粗
鬆
症

の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
処
法
と
し
て
は
、
め
ま
い
の

す
る
方
向
へ
頭
を
何
度
か
動
か
し

た
り
、
め
ま
い
の
す
る
側
に
何
度

か
寝
返
り
し
た
り
し
ま
す
。
耳
石

の
位
置
が
変
わ
る
と
治
ま
り
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
で
は
一
般
的
な
耳

の
検
査
の
ほ
か
に
眼
振
検
査
を
行

い
、
三
半
規
管
の
あ
る
内
耳
の
状

態
を
調
べ
ま
す
。
眼
振
と
は
頭
の

動
き
に
合
わ
せ
て
目
が
振
り
子
の

よ
う
に
動
く
こ
と
で
す
。
め
ま
い

が
起
こ
る
と
、
眼
振
の
コ
ン
ト
ロ
ー

　

今
年
１
年
の
手
術
の
安
全
を
祈

願
す
る
令
和
４
年
の
総
合
南
東
北

病
院
メ
ス
始
め
式
は
、
１
月
４
日

㈫
午
前
９
時
か
ら
本
院
中
央
棟
の

手
術
室
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

医
師
や
看
護
師
、
手
術
室
の
ス

タ
ッ
フ
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
事
務

職
幹
部
ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
渡
邉
一
夫
理
事
長
が
「
難
し

い
手
術
で
も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
良

く
し
安
全
で
確
実
に
行
い
、
一
人

で
も
多
く
患
者
さ
ん
の
生
命
を

救
っ
て
い
こ
う
」
と
、
職
員
に
訓

示
し
ま
し
た
。

　

寺
西
寧
院
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
医
師
、
看
護
師
・
ス
タ
ッ
フ
、

事
務
職
の
順
で
祭
壇
に
向
か
っ
て

柏
手
を
打
ち
、
全
て
の
手
術
の
成

功
と
無
事
故
を
祈
り
ま
し
た
。

ル
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
で
あ

れ
ば
、
患
者
さ
ん
の
頭
や
身
体
を
動

か
し
て
三
半
規
管
に
入
っ
た
耳
石

を
移
動
す
る
「
浮
遊
耳
石
置
換
法
」

と
い
う
治
療
を
行
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
が
数
日
か
ら
２
週
間
程
度
で

軽
快
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
悪
性
の
発
作
性
頭
位

め
ま
い
症
で
あ
れ
ば
、
小
脳
の
出

血
や
腫
瘍
や
梗
塞
な
ど
が
原
因
な

の
で
、
放
置
す
る
と
命
に
及
ぶ
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
回
転
性
の
め

ま
い
が
繰
り
返
し
起
こ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
早
目
に
専
門
医
に
診
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

三
半
規
管
の
異
常
で
発
症

悪
性
の
場
合
は
放
置
す
る
と
危
険

　
「
お
達
者
度
」
と
は
健
康
寿
命
の

指
標
の
一
つ
で
、
65
歳
を
過
ぎ
て

要
介
護
２
以
上
に
な
ら
ず
、
自
立

し
て
健
康
に
過
ご
せ
る
年
数
を
言

い
ま
す
。
福
島
県
は
２
０
１
３
年

か
ら
３
年
ご
と
に
市
町
村
別
に
算

定
し
て
い
ま
す
。

　

最
も
新
し
い
デ
ー
タ
は
昨
年
12
月

23
日
に
公
表
し
た
２
０
１
９
年
分

の
算
定
結
果
で
、
平
均
は
男
性
が

17
・
46
年
、
女
性
は
20
・
61
年
で
し

た
。
直
近
の
２
０
１
６
年
分
の
デ
ー

タ
と
比
較
す
る
と
、
男
性
は
０
・
32

年
、
女
性
は
０
・
30
年
延
び
た
そ
う

で
す
。
県
と
共
に
お
達
者
度
を
算
定

し
た
福
島
県
立
医
科
大
学
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
は
、
お
達
者
度
が
延
び
た

要
因
と
し
て
平
均
余
命
が
延
び
た
こ

と
と
、
高
血
圧
の
発
症
が
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
割
合
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗

塞
の
死
亡
率
が
依
然
高
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
１
万
２
千
人
以
上
の
市
町

村
別
で
お
達
者
度
が
最
も
長
か
っ

た
の
は
男
性
が
猪
苗
代
町
の
18
・

65
年
、
女
性
は
南
会
津
町
の
21
・

68
年
で
し
た
。
自
治
体
に
よ
る
介

護
予
防
や
健
康
指
導
な
ど
の
効
果

が
要
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
最
も
短

か
っ
た
の
は
男
女
と
も
西
郷
村
で
、

男
性
16
・
23
年
、
女
性
19
・
53
年

で
し
た
。
お
達
者
度
と
同
時
に
公

表
さ
れ
た
福
島
県
民
の
65
歳
時
の

平
均
余
命
は
男
性
19
・
12
年
、
女

性
23
・
98
年
で
、
男
女
と
も
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

お
達
者
度

医
療
健
康

気
に
な
る
言
葉

良性発作性
頭位めまい症

手
術
の
無
事
故
に
決
意
を
新
た
に
す
る
関
係
者

一年の手術の安全を祈願
気を引き締め年頭恒例のメス始め式
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・患者さんに公正な医療を提供します。
・医師による説明と、患者さんの選択に基づく医療を
進めます。
・患者さんのプライバシーを尊重します。
・診療情報を患者さん自身にお伝えします。
・より良い医療が行われるよう研修・研鑽いたします。
・患者さんの人生が最後まで豊かであるようにその意
思を尊重します。

総合南東北病院の目標総合南東北病院の目標

がん陽子線治療センター
HPはこちら

陽子線治療実績
2021年12月末まで
（2008年 10月開院以降）

　

総
合
南
東
北
病
院
は
、
平
成
９

年
に
「
開
放
型
病
院
（
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
）」
と
し
て
認
可
を
受
け

て
以
来
、
近
隣
地
域
の
開
業
医
の

先
生
方
と
の
地
域
連
携
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
医
療

支
援
病
院
」、「
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
」
に
も
指
定
さ
れ
て

お
り
、
地
域
の
診
療
所
と
手
を
携

え
、
よ
り
よ
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。
地
域
医

療
を
支
え
る
当
院
の
オ
ー
プ
ン
シ

ス
テ
ム
登
録
医
を
紹
介
し
ま
す
。

30
分
～
16
時
30
分
（
土
）

【
休
診
】

水
曜
午
後
、
日
曜
・
祝
日

【
所
在
地
】

〒
９
６
３
―
０
１
１
２

郡
山
市
安
積
町
成
田
字
西
畑
13
―
１

【
電
話
】

０
２
４
（
９
４
７
）
２
１
２
２

▼
地
域
の
皆
さ
ま
へ
▲

　

平
成
５
年
に
開
院
し
ま
し
た
。

「
予
防
と
治
療
」
を
医
療
の
基
本

と
考
え
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
生
活
習
慣
病
や
悪
性

腫
瘍
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
疾
患
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
皆
さ
ま
の
健
康
を

守
る
た
め
、
総
合
南
東
北
病
院
な

ど
と
も
連
携
し
、
最
良
の
治
療
に

▽
午
前
＝
８
時
45
分
～
11
時
45
分

（
月
～
土
）

▽
午
後
＝
13
時
30
分
～
17
時（
月
・

火
・
水
・
金
）

【
休
診
】

木
・
土
曜
午
後
、
日
曜
・
祝
日

【
所
在
地
】

〒
９
６
３
―
０
２
１
１

郡
山
市
片
平
町
字
出
磬
東
５
―
５

【
電
話
】

０
２
４
（
９
６
２
）
０
６
０
０

▼
地
域
の
皆
さ
ま
へ
▲

努
め
ま
す
。

　

平
成
11
年
に
お
お
が
チ
ャ
イ
ル
ド

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
郡
山
市
大
槻
町
に
開

業
し
、
平
成
26
年
に
内
科
が
加
わ
り

現
在
の
片
平
町
に
移
転
し
ま
し
た
。

地
域
の
お
子
さ
ま
か
ら
お
年
寄
り
の

方
ま
で
皆
さ
ま
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
リ

ウ
マ
チ
科
の
専
門
外
来
も
行
っ
て

い
ま
す
。
総
合
南
東
北
病
院
な
ど

地
域
の
中

核
医
療
機

関
と
の
連

携
を
大
切

に
適
切
な

医
療
を
心

掛
け
て
い

ま
す
。

【
診
療
科
】

内
科
・
消
化
器
科

【
診
療
時
間
】

▽
午
前
＝
９
時
～
12
時（
月
～
土
）

▽
午
後
＝
14
時
30
分
～
18
時
30

分
）（
月
・
火
・
木
・
金
）
14
時

【
診
療
科
】

小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科

内
科
・
リ
ウ
マ
チ
科

【
診
療
時
間
】

地域医療
支える

地域医療
支える絆 ○
総合南東北病院

オープンシステム登録医

渋谷　義博先生太神　和廣先生

間　桃子先生

　

院　

長　

渋し
ぶ
や谷　

義よ
し
ひ
ろ博

　

院　

長　

太お
お
が神　

和か
ず
ひ
ろ廣

　

副
院
長　

間は
ざ
ま　
　

桃も
も
こ子

　
医
療
法
人
　
健
生
会

お
お
が
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
医
療
法
人
　
壬
辰
会

渋
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

（南東北がん陽子線治療センター）

14
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ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
で

夜
間
想
定
避
難
訓
練

冨
とみた

田　　望
のぞみ

総合南東北病院
【麻酔科】
医員

　

強
風
に
よ
っ
て
打
ち
寄
せ
る
波
が
湖
畔
の

草
木
に
付
着
し
て
出
来
る
「
し
ぶ
き
氷
」
は

季
節
の
風
物
詩
で
す
。
厳
し
い
自
然
が
創
り

出
す
オ
ブ
ジ
ェ
は
見
る
人
に
よ
っ
て
動
物
の

よ
う
に
見
え
た
り
、手
を
広
げ
た
モ
ン
ス
タ
ー

の
よ
う
に
見
え
た
り
と
想
像
力
を
刺
激
し
ま

す
。
こ
の
日
は
夕
暮
れ
の
空
を
映
す
氷
の
色

に
惹
か
れ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

（
総
合
南
東
北
病
院
／
南
東
北
第
二
病
院　

外

科
医
長
・
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム　

佐
藤　

直
）

　
　
【
冬
の
猪
苗
代
湖
】

撮影データ：2017 年 1 月 23 日　猪苗代町天神浜　Nikon D750 ＋ AF-S NIKKOR 24-120mm F4G  絞り
優先オート

フォトセラピー
今月の
1枚
今月の
1枚
今月の
1枚

　

一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所

は
、
南
東
北
グ
ル
ー
プ
の
母
体
で
も
あ

る
総
合
南
東
北
病
院
が
昨
年
12
月
１
日

　

介
護
老
人
保
健
施
設
ゴ
ー
ル
ド

メ
デ
ィ
ア
は
昨
年
12
月
23
日
㈭
午

後
２
時
か
ら
施
設
内
で
、
夜
間
想

定
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
火
災
発
生
場
所
を
知
ら

せ
ず
に
実
施
。
自
動
火
災
警
報
器

が
鳴
り
「
た
だ
今
、
火
災
報
知
器

が
作
動
し
ま
し
た
。
職
員
は
至
急

現
場
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
利

用
者
さ
ん
は
職
員
の
指
示
が
あ
る

ま
で
そ
の
場
で
お
待
ち
く
だ
さ

い
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
し

た
。
間
も
な
く
職
員
が
２
階
、
施

設
長
室
か
ら
出
火
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
。
１
階
、
２
階
の
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
従
っ
て
、
屋

内
消
火
栓
を
使
用
し
た
初
期
消

火
、
施
設
内
の
非
常
通
報
、
消
防

署
へ
の
１
１
９
番
通
報
、
利
用
者

さ
ん
の
避
難
誘
導
な
ど
を
展
開
し

ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
は
職
員
の
介
助
を

受
け
な
が
ら
自
力
歩
行
や
車
い
す

で
１
階
玄
関
口
ま
で
避
難
。
担
架

に
よ
る
搬
送
訓
練
も
行
い
ま
し

た
。
全
員
無
事
に
避
難
で
き
た
こ

と
を
確
認
し
、
訓
練
は
終
了
し
ま

し
た
。

に
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
記

念
誌
を
発
刊
し
ま
し
た
。
10
年
ぶ
り
５

冊
目
の
記
念
誌
で
、
タ
イ
ト
ル
は
こ
れ

ま
で
同
様
「
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
前
進
）

Ⅴ
」。

　

巻
頭
は
、
病
院
及
び
南
東
北
グ
ル
ー

プ
を
創
設
し
た
渡
邉
一
夫
理
事
長
・
総

長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
渡
邉
理
事
長

が
40
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
病
院
開

設
の
目
的
、
開
院
時
の
思
い
出
、
自
ら

の
人
生
観
、
今
後
の
目
標
な
ど
を
語
っ

て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
渡
邉
理
事
長
と
親
交
の
深

い
医
療
関
係
者
か
ら
の
祝
辞
、
寺
西
寧

院
長
を
は
じ
め
当
院
の
医
師
や
南
東
北

グ
ル
ー
プ
各
施
設
の
代
表
者
の
慶
び
の

言
葉
、
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
、
年
表
と
写

真
で
見
る
40
年
の
歩
み
、
当
院
各
部
署

の
「
わ
が
職
場
」
紹
介
な
ど
を
載
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
が
体
験
し
た
Ｋ

Ｐ
Ｃ
型
Ｃ
Ｒ
Ｅ
（
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム
耐
性

腸
内
細
菌
科
細
菌
）
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
対
策
の
教
訓
な
ど
も
収

録
し
ま
し
た
。
当
院
の
施
設
概
要
、
南

東
北
グ
ル
ー
プ
各
施
設
の
現
在
の
姿
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
４
判
、フ
ル
カ
ラ
ー
約
２
０
０
頁
。

寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
医
療
関
係
者
、

当
院
各
部
署
、
南
東
北
グ
ル
ー
プ
各
施

設
、
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し
て
い
ま

す
。 新

任
ド
ク
タ
ー
紹
介

避
難
状
況
を
報
告
す
る
職
員

発
行
さ
れ
た
総
合
南
東
北
病
院
の
40

周
年
記
念
誌

   40
周
年
記
念
誌
を
発
刊
脳
神
経
疾
患

研

究

所
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当
院
で
は
患
者
さ
ん
を
感
染
症
か
ら
守

る
た
め
当
面
の
間
、
患
者
さ
ん
と
の
面
会

を
禁
止
、
荷
物
の
受
け
渡
し
は
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
入
院

当
日
の
付
き
添
い
は
１
名
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
付
き
添
い
と
な
る
方
は
、
病

棟
で
面
会
者
台
帳
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
入
室
許
可
証
を
受
け
取
り
携
帯
願
い

ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
拡
大
地
域
か
ら
お
越
し
の

患
者
さ
ん
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
感
染
予
防
の
た
め

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■心臓・胸部・胃部の検査

≪心電図≫
心臓のさまざまな状態をチェックする。不
整脈はないか、心臓肥大はないか、狭心症、
心筋梗塞の疑いはないか、などを調べる。

≪胸部Ｘ線≫
主に肺の様子を調べる。
※胸部の心臓や骨はＸ線を吸収して写真で
は白く見える。肺は中に空気が多いためＸ
線をよく通すので黒く見える。しかし、胸
膜炎、胸水、肺の浸潤があれば、Ｘ線を吸
収して白い影をつくる。Ｘ線写真は影絵な
ので、病気の種類は分かりにくいが、腫瘍、
肺結核、肺膿瘍など、大抵は経験でかなり
はっきりした診断が可能。

≪胃部Ｘ線≫
バリウムと呼ばれる造影剤と発泡剤を飲ん
で、食道・胃・十二指腸の状態をみる。潰瘍、
ポリープ、がんなどを調べる。

≪胃内視鏡≫
内視鏡（ファイバースコープ）を口あるい
は鼻から挿入し、消化管の内部を直接観察
する。胃炎、潰瘍、ポリープ、がんなどを
調べる。
※内視鏡検査はＸ線検査（胃透視）よりも
発見率が優れ、また、病変があれば、同時
に組織を採取して組織学的検査までできる
利点がある。早期胃がんはもとより、早期
の食道がんの発見率も向上している。食道
潰瘍、胃・十二指腸潰瘍などの経過観察に
も用いられる。

※参考：全社連「健診結果のわかる本」など。

■
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

　

ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
中
庭
の
桜

■
大
好
評
の
お
寿
司
の
昼
食

　

総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
年

に
一
度
、「
お
寿
司
の
日
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
各
事
業
所
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
回
転
レ
ー
ン
を
設
置
し
て
回
転
寿

司
に
し
た
り
、
個
別
に
お
寿
司
を
盛
り

付
け
た
り
し
て
、
昼
食
に
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
ネ
タ
は
、
マ
グ
ロ
や
サ
ー
モ

ン
、
蒸
し
エ
ビ
、
タ
イ
な
ど
。
そ
れ
に

巻
物
と
い
な
り
寿
司
も
用
意
し
ま
し
た
。

時
節
柄
な
か
な
か
外
出
や
外
食
が
で
き

な
い
た
め
、
お
寿
司
は
ど
の
事
業
所
で

も
大
好
評
。
利
用
者
さ
ん
は
、
こ
こ
ぞ

と
ば
か
り
に
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

　
「
久
し
ぶ
り
に
お
寿
司
を
食
べ
て
幸

せ
」「
本
格
的
な
お
寿
司
で
び
っ
く
り

し
た
」
と
、
味
も
合
格
点
だ
っ
た
様
子
。

何
度
も
お
代
わ
り
す
る
利
用
者
さ
ん
が

た
く
さ
ん
い
て
、
提
供
す
る
職
員
も
て

ん
て
こ
舞
い
の
忙
し
さ
で
、
利
用
者
さ

ん
の
笑
顔
に
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。
来
年
も
美
味
し
い
ネ
タ
を

準
備
し
て
、
利
用
者
さ
ん
に
喜
ん
で
頂

き
ま
す
。（
２
０
２
１
年
12
月
）

の
木
は
春
夏
秋
冬
で
姿
を
変
え
て
、

私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
綺
麗
だ
っ
た
紅
葉
も
あ
っ
と
い

う
間
に
冬
の
姿
に
様
変
わ
り
。
寂
し

い
よ
う
な
気
も
し
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
蕾
が
膨
ら
ん
で
く
る
の
が
楽
し
み

で
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
の
ホ
ー
ル
内
も
季

節
に
合
わ
せ
た
飾
り
で
賑
や
か
で
す
。

12
月
に
は
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

が
登
場
。
ツ
リ
ー
を
華
や
か
に
し
て

い
る
花
飾
り
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
雪
だ
る

ま
は
初
め
て
の
登
場
で
す
。
巨
大
風

船
に
丁
寧
に
張
子
を
し
て
作
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ

の
合
間
に
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
大
作

で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た
オ
ー
ナ
メ
ン

ト
も
一
つ
一
つ
が
利
用
者
の
方
の
手

作
り
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
な
が

ら
、
み
ん
な
で
過
ご
す
空
間
も
手
作

り
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
18
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
会
を
開
き
ま
し
た
。
季
節

ご
と
に
演
奏
会
を
開
催
し
、
今
回
が

２
０
２
１
年
最
後
の
演
奏
会
で
す
。

手
作
り
の
三
角
帽
子
を
身
に
つ
け
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
代
表
曲
「
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
綺
麗
な

音
色
が
響
き
渡
り
、
一
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
飾
り
と
と
も
に
楽
し
ん
で

頂
け
た
よ
う
で
す
。

　

２
０
２
２
年
も
皆
様
の
笑
顔
を

見
る
た
め
に
、
職
員
一
同
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
２
０

２
１
年
12
月
）

ゴ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア

総
合
南
東
北
福
祉
セ
ン
タ
ー

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
会

本
格
的
な
お
寿
司
の
昼
食

面
会
禁
止
に
ご
理
解
を

健診用語の基礎知識 10
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め
て
考
え
直
し
始
め
ま
し
た
。
政
治

の
責
任
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
を
早

急
に
示
し
政
策
実
現
を
果
た
す
こ
と

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
家
の
言
動

が
余
り
に
も
国
民
目
線
か
ら
外
れ
、

国
民
と
の
心
の
開
き
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
に
危
機
感
を
持
ち
ま
す
。
１

０
０
万
円
の
文
書
通
信
交
通
事
務
費

（
非
課
税
）
の
改
正
す
ら
速
や
か
に

出
来
な
い
こ
と
が
象
徴
的
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
感
染
者

が
激
減
し
安
心
感
が
広
が
ろ
う
と

し
た
矢
先
、
年
末
年
始
に
心
配
さ

れ
た
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
世

界
的
に
急
速
に
拡
大
し
、
日
本
で

も
市
中
感
染
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
６
波
感
染
に
備
え
、
３
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
医
療
提
供
体
制

の
強
化
な
ど
徹
底
し
た
対
策
が
必

要
で
す
。
昨
年
末
の
臨
時
国
会
で

は
引
き
続
き
感
染
症
対
策
と
経
済

　

当
院
（
関
連
施
設
を
含
む
）
の

昨
年
12
月
の
手
術
件
数
は
７
４
９

件
で
し
た
。
診
療
科
別
の
内
訳
は

眼
科
２
１
２
件
、外
科
１
３
４
件
、

整
形
外
科
74
件
、
外
傷
セ
ン
タ
ー

58
件
、
形
成
外
科
56
件
、
泌
尿
器

科
45
件
、
脳
神
経
外
科
39
件
、
耳

鼻
科
35
件
、
呼
吸
器
外
科
33
件
、

心
臓
血
管
外
科
32
件
、
歯
科
口
腔

外
科
13
件
、
消
化
器
内
科
７
件
、

麻
酔
科
５
件
、
放
射
線
科
３
件
、

が
ん
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
２

件
、
放
射
線
治
療
科
１
件
で
す
。

介護保険レンタル対象商品

介護保険購入対象商品

健康用品・健康食品

紙おむつ

ベッド・車椅子・じょくそう予防用具・スロープ・歩行器・
移動用リフトなど

ポータブルトイレ・家具調トイレ・特殊尿器・入浴補助用具
簡易浴槽など

予防医学、健康増進のための用具、食品・サプリメントなど

手すりやスロープを設置して、段差の解消や転倒防止の工夫
のお手伝いをいたします。

郡山市おむつ給付券が当店で使用できます。

住宅改修 当店の有資格者（福祉住環境コーディネーター2級）が
お客様の状況にあわせてご提案をさせていただきます。

まかせて！安心　介護無料相談

もっと明るく、もっと楽しく、もっと快適にしてあげたい。
介護のことは、ケアヘルスに任せて「安心」頼んで「安心」

　

謹
賀
新
年
！
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。本
年
は
壬
寅（
み
ず
の
え
と
ら
）、

次
世
代
へ
の
命
を
は
ら
み
、
物
事
が

新
し
い
こ
と
に
向
け
て
動
き
出
し
ま

す
。
ま
た
、
五
黄
土
星
が
方
位
盤
の

中
央
に
入
り
各
方
面
に
影
響
を
与
え

ま
す
。
こ
の
星
は
大
地

を
表
し
、「
腐
敗
と
育
成
」

と
い
う
両
極
端
の
動
き

を
兼
ね
備
え
る
意
味
を

持
ち
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
世
界
中
が
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
反
面
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
大

き
な
変
革
を
強
い
ら
れ
、
苦
難
の
中

で
抜
本
的
に
価
値
観
が
変
わ
る
時
代

に
な
り
日
本
も
国
民
の
考
え
方
に
変

化
が
生
じ
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

は
何
が
一
番
大
切
な
の
か
、
あ
ら
た

「
壬
寅(

み
ず
の
え
と
ら)

」

　

南
東
北
グ
ル
ー
プ
の
渡
邉
一
夫
理
事

長
・
総
長
は
新
成
人
と
な
っ
た
20
歳
の

職
員
に
励
ま
し
の
言
葉
を
書
い
た
色
紙

を
贈
り
ま
し
た
。
新
春
恒
例
で
、
今
年

は
「
革
新
」
を
贈
る
言
葉
と
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で

20
人
。
こ
の
う
ち
一
般
財
団
法
人
脳
神

経
疾
患
研
究
所
は
５
人
で
、
３
人
が
総

合
南
東
北
病
院
（
い
ず
れ
も
女
性
で
事

務
職
）。

　

総
合
南
東
北
病
院
で
は
１
月
17
日
㈪

に
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
朝
礼

の
席
上
、新
成
人
代
表
の
渡
辺
果
蓮
（
か

れ
ん
）
さ
ん
（
医
事
課
）
に
寺
西
寧
院

長
が
色
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。
渡
辺
さ

ん
は
、「
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
っ
て
行
動
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
渡
邉
理
事
長
が
今
年
の
言

葉
を
「
革
新
」
と
し
た
理
由
に
つ
い
て

述
べ
、「
こ
れ
か
ら
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
な
く
し
て
は
、
日
本
は
衰
退
し
て
し

ま
う
。
次
代
を
担
う
人
た
ち
に
革
新
の

気
概
を
持
っ
て
業
務
に
励
ん
で
ほ
し
い
。

成
人
お
め
で
と
う
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

脳
神
経
疾
患
研
究
所
の
新
成
人
は
次

の
通
り

　

渡
辺
果
蓮
（
総
合
南
東
北
病
院
）、
柳

沼
花
菜
子
（
同
）、
吉
田
瑠
那
（
同
）、

黒
森
柚
衣
（
須
賀
川
診
療
所
）、
石
塚
め

ぐ
（
南
東
北
福
島
病
院
）、松
原
稜
聖
（
世

田
谷
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

12
月
の
救
急
車
台
数

12
月
の
手
術
件
数

　

当
院
の
昨
年
12
月
の
救
急
車
受

け
入
れ
台
数
は
４
６
７
台
（
患
者

数
４
６
９
人
）
で
し
た
。
時
間
外

の
救
急
患
者
数
は
８
５
８
人
。
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
受
け
入
れ
は
４
件

（
入
院
２
人
）
で
し
た
。

新
成
人
に
「
革
新
」
託
す

渡
邉
理
事
長
が
思
い
込
め
色
紙
贈
る

寺
西
院
長
か
ら
渡
邉
理
事
長
の
色
紙

を
手
渡
さ
れ
た
新
成
人
の
渡
辺
さ
ん

（
右
）

対
策
の
た
め
の
大
型
補
正
予
算
を

成
立
、
併
せ
て
10
年
連
続
過
去
最

大
を
更
新
す
る
１
０
７
兆
５
９
６

４
億
円
の
２
０
２
２
年
度
政
府
予

算
案
を
編
成
し
ま
し
た
。
今
こ
そ

国
民
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
国

民
目
線
に
立
ち
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
を

掲
げ
閉
塞
感
に
満
ち
た
現
状
を
打

破
す
る
政
治
家
・
政
治
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
原
発
事

故
か
ら
11
年
。
未
来
に
つ
な
ぐ
真

の
福
島
復
興
の
た
め
原
発
事
故
当

時
の
０
～
18
歳
の
子
ど
も
達
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
、
20
年
間
は

甲
状
腺
検
査
や
定
期
健
康
診
断
を

継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

汚
染
処
理
水
を
30
年
か
け
て
福
島

県
沖
に
放
出
す
る
の
で
は
な
く
、

原
発
立
地
所
在
海
域
に
同
時
放
出

し
５
年
程
で
完
了
さ
せ
る
な
ど
の

対
策
、
そ
し
て
イ
ン
フ
ラ
中
心
の

復
興
だ
け
で
な
い
心
の
復
興
が
必

要
で
す
。
今
年
は
重
要
な
年
で
す
。

（
１
月
12
日
）
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２
０
２
２
年
２
月
1
日

■
発　

行

　
一
般
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患
研
究
所

法
人
本
部
広
報
担
当

　

郡
山
市
八
山
田
七
丁
目
１
１
５

　

℡
（
０
２
４
）
９
３
４
―
５
７
０
８

■
印　

刷

石
井
電
算
印
刷
株
式
会
社

当院ホームページは
こちらから

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
、消
毒
ス
ポ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
増

え
ま
し
た
。病
院
や
公
共
機
関
だ
け
で
な
く
、ス
ー

パ
ー
や
飲
食
店
な
ど
多
く
の
施
設
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。今
回
は
、そ
ん
な
消
毒
液
の
中
で
も
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
、ウ
イ

ル
ス
を
含
む
飛
沫
が
口
、鼻
や
眼
な
ど
の
粘
膜
に

触
れ
る
こ
と
や
、ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
手
指
で

口
、鼻
や
眼
の
粘
膜
に
触
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、飛
沫
を
吸
い
込
ま

な
い
よ
う
に
人
と
の
距
離
を
確
保
し
、会
話
時
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、手
指
の
ウ
イ
ル
ス
は
洗
い

流
す
こ
と
が
大
切
で
す
。さ
ら
に
身
の
回
り
の
モ

アルコール消毒液について　
～再確認してみよう～

ノ
を
消
毒
す
る
こ
と
で
、手
指
に
付
着
す
る
ウ
イ

ル
ス
を
減
ら
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で「
消
毒
」と「
除
菌
」の
違
い
に
つ
い
て

み
て
み
ま
し
ょ
う
。「
消
毒
」は
、菌
や
ウ
イ
ル
ス

を
無
毒
化
す
る
こ
と
で
す
。厚
生
労
働
大
臣
が
品

質
・
有
効
性
・
安
全
性
を
確
認
し
た「
医
薬
品
・

医
薬
部
外
品
」の
製
品
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
除

菌
」は
、菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
数
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

「
医
薬
品
・
医
薬
部
外
品
」以
外
の
製
品
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。「
消
毒
」や「
除
菌
」の

効
果
を
う
た
う
様
々
な
製
品
が
出
回
っ
て
い
ま
す

が
、目
的
に
合
っ
た
製
品
を
正
し
く
選
び
、正
し
い

方
法
で
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、ウ
イ
ル
ス
の「
膜
」を
壊
す
こ

と
で
無
毒
化
す
る
も
の
で
す
。手
や
指
の
消
毒
液

と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
エ
タ
ノ
ー

ル
が
あ
り
、濃
度
が
70
％
以
上
95
％
以
下
で
消
毒

の
有
効
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。手
や
指

を
エ
タ
ノ
ー
ル
で
消
毒
す
る
際
は
、人
へ
の
有
効

性
や
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た「
医
薬
品
・
医
薬
部

外
品
」を
用
い
て
、ポ
ン
プ
を
し
っ
か
り
押
し
切
っ

て
、よ
く
擦
り
込
む
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

感
染
者
数
の
推
移
に
よ
っ
て
は
行
動
制
限
が
緩

和
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
基
本
的
な
感

染
防
止
対
策
を
引
き
続
き
徹
底
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

〈
参
考
〉厚
生
労
働
省「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

消
毒
・
除
菌
方
法
に
つ
い
て
」　

（
薬
剤
科　

本
多
眞
貴
）

　

頻
尿
が
心
配
で
お
茶
を
控
え
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
緑
茶

を
毎
日
適
度
に
飲
む
こ
と
は
、
む

し
ろ
頻
尿
予
防
に
な
る
ら
し
い
。

福
島
県
立
医
科
大
学
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
発
表
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
飲
み
過
ぎ
は
頻
尿
に
な
り

ま
す
が
、
毎
日
適
度
に
飲
む
の
で

あ
れ
ば
、
交
感
神
経
系
の
活
性
化

を
抑
制
す
る
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
「
テ

ア
ニ
ン
」
の
働
き
で
頻
尿
を
予
防

す
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら
毎
日

一
杯
、
緑
茶
を
飲
む
と
し
ま
す
か
。

食

「南東北」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを
使用しています。

「南東北」は責任ある
森林管理により生まれた
FSCⓇ認証紙を使用しています。

「南東北」は、環境に
配慮した資材と工場で
製造されています。

参考：カゴメ株式会社「VEGEDAY」https://www.kagome.co.jp
（栄養管理科）

【水菜のお浸し】（2人分）
♦材　料
・水菜1束　　・だし汁100ml　　・醤油大さじ1　　・砂糖小さじ1
♦作り方
①鍋にたっぷりの湯を沸かし、水菜を入れ15秒茹でる。
②茹で上がったら冷水に通す。
③水気を絞った水菜を5cm幅に切る。
③ボウルにだし汁、醤油、砂糖を入れて混ぜ合わせ、水菜を入
れて和えれば完成。

【保存方法】
　葉先を乾燥させないように新聞紙に包んでからビニール袋に入
れ、野菜室で2～3日間保存できます。すぐに使いきれない場合は
使いやすい長さに切り冷凍用保存袋で冷凍保存も可能ですが新鮮
なうちに味わいましょう。

【選び方】
　葉の緑色が鮮やかで、葉先までピンと真っ直ぐなものを選びま
しょう。大きすぎず、葉脈がはっきりしているものがお勧めです。
葉は太くてみずみずしく、株元が張っているものが良いでしょう。

【調理のポイント】
　生で食べる場合は、包丁で切るよりも手で折るように分けると
食感が良くなります。分ける長さを変えると食感に変化がつきま
す。歯ごたえをほどよく残し、色よく仕上げるには沸騰した湯に
根元から入れましょう。やわらかくなったらすぐに葉先を沈め、5
秒前後でざるに上げ冷まします。シャキシャキとした食感は生で
も火を入れても楽しめます。

　シャキシャキとした食感が魅力の水菜。水菜は、水耕栽培が　シャキシャキとした食感が魅力の水菜。水菜は、水耕栽培が
盛んなため１年中出回っていますが、旬は 11 月～ 2月頃です。盛んなため１年中出回っていますが、旬は 11 月～ 2月頃です。
水耕栽培より露地栽培のものの方が、味が濃くて風味が強いの水耕栽培より露地栽培のものの方が、味が濃くて風味が強いの
が特徴となっています。が特徴となっています。

水菜水菜


